
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GIGA端末を活用した授業が進められていますね。道徳科でも，Ｆｏｒｍｓによるア

ンケートで事前の意識調査を共有したり，ロイロノートの色カードで自分の立場を表

明したりと，様々な使い方が実践されています。 

今回はロイロノートに備わっているシンキングツール機能を使って，子どもたちが

より深く「考え，議論する」道徳の学習になるよう，考えてみたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

  

『ロレンゾの友達』×ベン図 

①登場人物３人の言動の整理し， 

②共通する点を見つけ， 

○主３人に共通する思いを考える 

中心のカード（共通する

思い）だけを取り出して

全体で比較し，「友を信じ

る」という価値につなげて

いきました。 

状況理解の支援 
ねらいがぶれない 

多面的・多角的な思考 

論理的な判断 

対立する価値の発見 

立場や理由の明確化 

この児童は「3人は，ロ
レンゾが罪を犯した前
提で話している」という
気付きから「信じてあ
げようよ」という思いを
伝えていました。 



『「二十五人でつないだ金メダル』×クラゲチャート 

テストジャンパーだった西方さんは，自分も

正式に出場したかったはずです。悔しさもあ

るかもしれません。 

そんな西方さんの思いに深く迫るためにク

ラゲチャートを活用しました。多様な考えが引

き出された上で，「選手として取った銀よりも

うれしかった」のはなぜ？とさらに問い，もう

一度書いた理由を見直させました。 

その中で「（集団の中で）役割を果たす」

という価値に自然と迫ることができました。 
 
 
『なんだろう なんだろう』×Y字チャート 

最後はヨシタケシンスケさんの『なんだろうなんだろう』

（光村図書）という絵本を使った実践の紹介です。 

その一編『「うそ」ってなんだろう』には，お父さ

んが作ったあまりおいしくない料理に対して，どう

答えるかを問う場面があります。 

その場面を使いながら，「いいうそ」「だめなう

そ」「どちらともいえないうそ」の分類をしていきま

す。すると，だめなものと分かり切っていたはずの

「うそ」に，実は多様な面があることに気付かされ

ます。 

 
 
 

 

シンキングツールにはまだまだ

種類があります。どの場面で何

をねらうのかを意識し，ぜひ活用

してみてください！ 

この児童は「自分一人ではなく，仲間のみんなと」
という点が大切だという考えを伝えていました。 

まず，この絵本についてですが， 
「友だち」ってなんだろう。  「しあわせ」ってなんだろう。 
「正義」ってなんだろう。    「ゆるす」ってなんだろう。 
など，道徳科で考えたい内容をテーマに，素朴な絵と子どもの目線で 
展開していくおススメの絵本です。 
ぜひ一度，ご覧になられてください！ 

人はうそをついてしまうという人間理解にも触れ
ながら，最後は登場人物に手紙を書きました。 


